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開 催 日 時

開 催 場 所

1開   会

2 前国会議録の承認

3議   題

1月 定例会 (1)

令和2年 1月 16日 (本) ュ4時 00分

県庁行政棟「教育委員会室」

O第 26号議案
令和 2年度県立特月U支援学校の幼稚部、高等部及び高等部専攻科の募集定員について  (特別支援教翻

O第 27号議案
長崎県立封馬歴史民俗資料館の廃上について (学芸文化課)

4報   告

(1)令和元年 11月 定例県議会の概要について

(2)令和 2年度公立高等学校進学希望状況調査 (第 3回)の結果について

(3)ふるさとを活性化するキャリア教育充実事業の実施状況について

(4)令和 2年 3月 高等学校卒業予定者の就職内定状況について

(5)令和 2年度大学入試センター試験について

(6)令和 2年度県立学校職員 (船員)採用試験(令和 2年度県立学校職員
(実習助手、寄宿舎指導員)採用試験 (第 1次試験)の結果について

(7)障害のある子ども教育のあり方に関する検討委員会第 1回会議について

(8)第■回長崎県中学生ビブジオバ トル大会の結果について

(9)第 65回長崎県小・中学校児童生徒美術作品展「子ども県展」について
~T

(10)令和元年度全国体力 と運動能力、運動習慣等調査の結果について

(■ 1)令和元年度年末 。年始各種全国大会結果について

(各課共通)

(県立学校改革推進室)

(義務教育課)

(高校教育課)

(高校教育課)

(高校教育課)

(特別支援教育課)

イ
(生涯学習課)

(学芸文化課)

(体育保健課)

(体育保健課)





第 26号議案
(特房lJ支援教育課)

令和2年度県立特別         高等部及            について

(― 由)
令和 2年度県立特別支援学校幼稚部(高等部及び高等部専攻科の募集定員を下記のと

おり定めようとするものである。

(内  容)
1 1串絹〔あたりの定員
(1)幼稚部   6人   (2)高等部    患人   (3)高姿翁印瞬事夢研斗   8人

2 募集定員
(1)幼稚部  18人   (2)高等部 328人   (3)高簑翁罰要事夢研斗 32人

3 定員の考え方
(1)時事謬晴瑳飽術規則 彿 120木久)」 に基づいて、公端 呻 の幼稚部

の1学級の幼児数は6名としている。

(2)「公立高等学校の適正配置及麟 定数の騨學幸に関する法律 (第 14条)」
に基づいて、公立特別支援学校の高等部の1学級の生徒数は8名としている。

(2)各学校の募集定員については、特別支援教育課が実施した進学希望状況調査等
による志願者数を基礎資料とし亀

4 学校別の募集定員
(IJ言 i甘
:4titii:人)(1)

(2)高等部 (I]言i!i4ti!ii:人 l

増 減

0

0

0

0

31年震定員

6

6

6

18

6

6

6

18

―
員

ろ う 学 校

ろう学校佐叫

計

学 校 名

盲 学 校

聴覚障害

計

障害種別

視覚障害

増 減

0

0

31年度定員

8

8

期

8

8

学 科 名

普 通 科

総合デザイン科

理 容 科

学 校 名

盲   学   校

ろ  う 学  校

障害種別

視覚障害

聴覚障害
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計

病弱・肢体

肢体不自由

知的障害

知的障害

肢体不自由

知的障害

桜が丘特別支援学校

諫早特別支援学校

長崎特別支援学校

川棚特別支援学校

希望が丘高等特別支援学校

鶴 南特別支援 学校

工  島  分
!校

鶴 南特別支援 学校

時  津 1分  校

鶴 南特別支援 学校

高等都西彼杵分教室

鶴南特別支援学校

虹の原特別支援学校

壱  岐  分  校

虹の原特別支援学校

高等部対馬分教室

虹の原特別支援学校

島原特別支援学校

佐世保特別支援学校

高等部上五島分教室

佐世保特別支援学校

高等部北松分教室

佐世保特別支援学校

普一通 科

普 通 科

普 通 科

普 通 科

舛 ビス科

流通サービス帯

環境デザイン科

普 通 科

普 通 科

普 通 科

普 通 科

普 通 科

普 通 科

普 通 科

―
ピ覇 ・

普 通 科

普 通 科

普 通 科

普 通 科

328

8

16

8

24

32

8

16

8

32

8

8

56

8

16

8

8

8

40

368

16

24

8

24

32

8

24

8

40

8

8

48

8

24

8

16

8

40

=40

-8

-8

0

0

0

0

-8

0

-8

0

0

8

0

-8

0

-8

0

0

備考)1 特別の理由がある学校については、県教育委員会と協議の上、実情に応
じ、定員を超えて入学を許可することができると
2 虹の原糊 感穆鮮鞍高等都就業サエビス科の募集定員 (8名)と希望が丘
高等特別支援学校の募集定員 (32名)については、昨年5月の定例教育
委員会で決定済乳
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(3) 月

0

0

0

0

増 減

0

8

32

31年震定員

8

8

8

8

8

8

32

増

8

保健理療科

総合デザイン科

理 容 科

学 科 名

理 療 科

ろ  う 学  校

学 校 名

盲  学  校視覚障害

聴覚障害

計

障害種別
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資料 1

平成28～令和 2年度 県立特別支援学校高等部志願者数等

※ 特別の理由がある学校については、県教育委員会と協議の上、実情に応じ、定員を超えて入学を
許可することができる。

※ 令和 2年度の志願者見込は、令和元年 12月 6日現在の調査結果によるものである。
※ 虹の原特別支援学校高等部就業サエビス科は志願者数 9人 (倍率 2.12)、 希望が丘高等特別
支援学校は志願者数 27人 (倍率 0。 84倍)である。また、入学者選考検査は■月 9日 、
10日 (虹の原特別支援学校高等部就業サ■ビス科は 1月 9日 のみ)に実施され、合格発表
は 1月 17日 である。

14

1 3

1 2

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

倍 率

計

桜が丘特別支援学校

諌早特別支援学校

長崎特別支援学校

川棚特別支援学校

希望が丘高等特別支援学校

鶴南特別支援学校
五 島 分 校

時 津 分 校

鶴南特別支援学校

高等部西彼杵分教室

鶴南特別支援学校

虹の原特別支援学校

壱 岐 分 校

虹の原特別支援学校

高等部対馬分教室

虹の原特別支援学校

島原特別支援学校

佐世保特別支援学校

高等部上五島分教室

佐世保特別支援学校

高等部北松分教室

佐世保特別支援学校

【肢体不自由】

佐世保特別支援学校
【知的障害】

ろ う 学 校

盲  学  校

学 校 名

普 通 科

普 通 科

普 通 科

普 通 科

生活サービス科

流通サービス科

環境ァ
~ザ
イン科

普 通 科

普 通 科

普 通 科

普 通 科

普 通 科

普 通 科

普 通 科

就業

サービス科

普 通 科

普 通 科

普 通 科

普 通 科

普 通 科

師 脅埒

理 容 科

普 通 科

学  科

328

8

16

8

24

32

8

16

8

32

8

56

8

16

8

8

8

40

8

8

定員

0。  78

257

6

13

7

19

27-

6

■ 0

1

27

5

4

49

17

14

3

5

34

2

5

離 襲

令和 2年度

368

16

24

8

24

32

8

24

8

40

8

8

48

8

24

8

16

8

40

8

8

定員

0: 75

277

11

17

2

17

33

4

17

3

34

4

1

43

9

20

5

9

2

37

7

2

― 見込

31年度

360

16

24

8

24

32

8

24

8

40

8

8

48

8

32

8

8

8

32

8

8

定員

0.82

295

13

19

17

37

3

18

3

38

3

5

47

14

27

4

7

4

27

5

1

講 理

30年度

352

16

16

8

16

32

8

16

16

40

16

8

56

24

8

8

8

40

8

3

定員

0。  8

283

一Ｄ1

15

1

10

45

4

9

10

34

9

6

54

22

2

3

，
ｄ

34

2

■

議 墓

29年度

352

16

16

8

32

16

16

16

32

16

8

56

32

8

8

8

48

8

8

定員

0。  78

274

10

12

2

38

9

15

8

30

9

4

53

30

2

4

4

40

3

1

吉麟 見込

28年度
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資料 2

令和 2年度幼稚部志願者見込状況
(4D5歳児は欠員補充)

令和2年 12月 6同時点
(単位 :人 )

令和 2年度高等部専攻科志願者見込状況

令和 2年 12月 6日 時点
(単位 :人)

5歳 児

志願者見込敦

0

0

0

在籍者

0

4

1

5

4歳 児

志願者見込教

0

0

0

0

在籍者

0

2

1

3

3歳 児

志願者見込教

0

0

1

定 員

6

6

18

学 校 名

盲学校

ろう学校

ろう学校佐世保分教室

計

障害種別

視党障害

聴覚障害

備    考

本校高等部からの志願者 0人

本校高等部からの志願者 0人

本校高等部からの志願者 2人

本校高等部からの志願者 0人

志願者見込教

0

2

0

2

定 員

8

8

8

8

32

学 科 名

理 療 科

保健理療科

総合デザイン科

理 容 科

計

学 校 名

盲 学 校

ろう学校

障害種別

視覚障害

聴覚障害
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第 27号議案

(学芸文化課)

長崎県立対馬歴史民俗資料館の廃上について

(提案理由)

平成 27年度から対馬市と県教育委員会は、市の博物館建設と一体的な整備のもと、

老朽化した長崎県立対馬歴史民俗資料館の再整備を進めてきた。

令和元年 7月 に対馬博物館が完成し、宗家文書等の収蔵資料の移転を終え、現在、

博物館では展示に向けた準備が行われている。

公の施設としての長崎県立対馬歴史民俗資料館の博物館機能を、対馬市が建設する

対馬博物館へ移転し、宗家文書を中心に調査研究を行う地方機関として組織改編を行

うととから、長崎県立対馬歴史民俗資料館を廃止するものである。

(内 容)

廃止ロ

令不口2年 3月 31日

※令和 2年 2月 定例県議会に「長崎県立封馬歴史民俗資料館条例を廃止する
1 
条例」を議案 として上程

(補 足)
○令和 2年 4月 1日

長崎県対馬歴史研究センター (仮称)を地方機関として設置予定
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対馬歴史民俗資料館再整備事業について

(1)題  旨
● 建築後 40年が経過し、施設の考朽化が進み、宗家文書を始めとした対馬の貴重な
文化財の1保管環境に課題を抱えている県立対馬歴史民俗資料館について、対馬市が

整備する対馬博物館と併せて一体的に整備し、調査・研究機能の強化を図る。

● 事業主体 :対馬市
● 建設場所 :対馬市厳原町◆屋敷 (対馬歴史民俗資料館隣接の市有地)
● 整備スケジュール (ラ定)
①基本計画策定 (H27.11)

②基本設計・実施設計 (H28.3～ H29.9)

③建設工事 Aゾーン :博物館本館  (H30.1～ Rl.7)
.    Bゾ ィン :交流ガイダンス施設等 (R2.1～R3.1手定)
④開館 (R2年度中)

(2)整 備の概要
0 整備面積 :4,097浦 (うち県専用 324下、其用部 2,377ド、市専用 1,396帯)
0 階  数 :2階建て
0 構  造 :鉄筋コンクリート造一部鉄骨造

(3)整 備位置図

草

ふれあい処つしま

石垣の復元整備(今後整備ュ:

対馬市交流センター

来館者誘導線

【新串治黎部分
●■097耐 (地上2F)
・県専用 324田 T
・未,用部 2,377∬
・市奪用 1“96耐

旧厳原幼雅園跡地

県立対扁歴史民俗資料館

対馬市役所

至清水山城

柏関(既存)

至万松院・宗家墓所

対馬市厳原町今屋敷周辺地口
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報 告 事 項 (1)
各 課 共 通

件 名

1 日 1程

会   期

一 般 質 問

常任委員会

令和元年 11月 27日 ～ 令和元年12月 20日

令和元年 12月  3日 ～ 令和万年12月  5日

令和元年 12月 11日

2.議 案 原案のとおり可決

ど第119号議案 (予算議案)と

令和元年度長崎県一般会計補正予算 (第 4号)の うち関係部分

・第123号議案 (予算議案)

令和元年度長崎県一般会計補正予算 (第 5号)の うち関係部分

・第126号議案 (条例議案)

職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例のうち関係部分

3.一般質問における主な買疑事項 (報告事項 (1)資料 1～ 10頁 )

。次期まち・ひと。しごと創生総合戦賂と令和2年度重点戦略について

(卒業生が地元で再就職を希望した場合の支援)  (徳永 達也議員)

・県立高等学校改革について (昇状等を踏まえた改革、活性化を進めるため

の取組)                    (徳 永 達也議員)｀

と第二期長崎県立高等学校改革基本方針について (再編整備、しまの高校

改革).    ・              (坂 本 智徳議員)

。いのちを守る取り組みについて (県職員の検診受診率の状況、がん検診

受診率の向上)                 (山 田 朋子議員)

・防災対策について (県市町の防災訓練の実施状況) (山本 由夫議員)

・県立高校教育改革について (現状と課題、第二期基本方針での学級減と|
｀
その基準、第二期基本方針での教育水準の維持向上、再編整備)

(ご う まなみ議員)

・ミライon図書館について (来館者数、大村市に整備したことによる効
果等、60万人の自標達成に向けた取組等)    (小 林 克敏議員)
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4

・長崎県立高等学校について (校長の学校経営)   (中 島 浩介議員)

・長崎県立高等学校について (適正配置、再編整備、跡地活用、公費

による空調設備の設置)           (浦 川 基継議員)

・社会的孤立について (不登校の状況と対策、いじめの実態と対策)

(饗庭 敦子議員)

・ SNSを活用した相談事業について      (獲 庭 致子議員)

文教厚生委員会等における主な買疑事項 (報告事項 (1)資料11～ 29

0陳情審査  Ь件  ○請療審査  1件

〇所管事務に関する質疑

。1, 66o万円以上の契約状況について

。長崎県教育振興会議について

。地域子ども教室推進事業費補助金について

・中途退学者の状況について

。世知原少年自然の家の廃上について

。専任学校司書の配置について           i
・第二期長崎県特別支援教育推進基本計画の策定について

・県立高校の志願者数について

・教職員の不祥事について ,

・第二期長崎県立高等学校改革基本方針 (素案)について

。長崎県総合計画チャレンジ2020(英語)について

・政治に参画する態度を育てる教育について

。夜間中学の設置について

・鷹島神崎遺跡について

。薬物乱用防止教室について

。地方創生交付金にっいて

`働き方改革について

十 ●個別の教育支援計画について

・特別支援教育ヨーディネーターについて

`医療的ケアが必要な児童生徒数の推移について

・県庁舎跡地の発掘調査にういて
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報 告 事 項 (2)
県立学校改革推進室

1 調査目的

中学校卒業予定者の各公立高等学校別・学科別の造学希望状況を集約

し、中学校において適正な進路措導を図るための基礎資料を提供する。

2 調査日 令和元年 12月 1日現在

3 調査対象者数  12, 264人 (昨年 12月調査 12, 583人 )

県内中学校 3年生及び特別支援学校中学部 3年生

4 調査結果

(1)進学希望者数 12, 159人 (昨年 12月調査 12,474人 )

.高等学校 (全日制、定時制、通信制)、 高等専Fヨ学校、

特別支援学校高等部

(2)進学希望率    99,1%(昨 年 12月調査 99, 1°/o)

(3)県内公立高等学校への課程別進学希望倍率〔進学希望者数/募集定員〕

全日制課程   0.91倍 〔8; 147人/ 8, 920本〕

(昨年 12月調査0.94倍 〔8, 523人/ 9, 049人〕).

定時制課程   0: 30倍 〔  167人/ _560人 〕

(昨年 12月調査0.29倍 〔  163人/   560人 〕)

通信制課程   0.08倍 〔   48人 /   600人 〕

(昨年 12月調査6.08倍 〔   49人 /   600人 〕)

(4)各公立高等学校・学科別の進学希望状況

別添資料のとおり。

(5)その他

結果にういては、長崎県摯育庁総務課公立高校・県立中学校入学情

報ホエムポージに掲載

(http:′/www.preinagasaki.jⅢ /bunrui′kanko‐ kyoiku‐ bunka/   :

shochukorSchoottOhOrdngakl工五bouノ)

件 名
令和2年度公立高等学校進学希望状況調査 (第 3口 )

の結果について
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〔参考資料〕

◎詳細データ

(1)進学希望倍率の高い学科等 (上位3学科)

(2)進学希望倍率の高い学校 (上位 3校 )

(3)進学希望倍率の高い普通科 (コマス含む)(上位 3学科)

※長崎東高 は(普通科・国際科のくくり募集を実施。

◎その他

別添資料のうち、県立長崎東・佐世保北・諌早高等学校の進学希望状況に

っいては、それぞれ併設する県立中学校以外からの1進学希望者を対象とした

数を示しています。

H30.12月 倍率

(2. 13奈争)

(11 58倍 )

(1. ■04争)

玩 。12月 倍率

2. 11倍

2.03倍
1. 65倍

学科・ コース名

普通科・理系

情報技術科

農業上木科

高 校 名

長崎西高等学校

長崎工業高等学校

諌早農業高等学校

H30。 12月

(1. 倍 )26

(1.10倍 )

(1. 31布争)1,29倍

R元 .12月倍率

1.46倍
1. 34倍

学校長崎北高等

高 校 名

等学校長

(1.31倍 )

H30,12月 倍率

(2. 13牟争)

(lr 264争 )

R元.12月倍率

2.11倍
1.46倍

1.29倍

普通科 G理系

普通科・国際科

普通科

学科・コース名

長時北高等学校

高 校 名

長崎西高等学校

長崎東高等学校※

-1lT



令和2年度公立声等学校違学希ユ状況田査 (第3回)の結果について(田空口:令和元年12月 1日 )

(公立全日制高等学校) 所管:長崎県教育庁総務課

学区

垢ζ ヨヒ

県 北

県 南

県 南

県 南

県 南

〔県 詢

県 央

県 央

県‐央

島 原

県 北

碍誕 】ヒ

県 北

県 北

県 央

県 南

県 南

五 島

五 島

五 島

壱 崚

対 馬

対 馬

対 馬

佐世保南

長崎北陽台

″
　
　
″

長崎北

長崎南

長崎西

″
　
　
″

長崎東

学校名

諌早東

西陵

諌早

島原

″
　
　
″

宇久

佐世保西

佐世保北

松浦ヽ

″
　
　
″

猶興館

大村

″

　

　

″

　

　

″

西彼杵

大崎

奈留

五島南

五島

″
　
　
″

壱岐

上対馬

豊玉

対馬

″

　

　

″

　

　

″

全日制

課程

全日制

全国制

全日制

″
　
　
″

全日制

全国制

全日制

全日制

全日割

″
　
　
″

全日劇

全日割

全口割

″

　

　

″

全国制

″
　
　
″

全国制

″

　

　

″

　

　

″

全日制

全日制

全日制

全国制

全日制

全国制

″
　
　
　
″

全日制

全国制

全国制

全国制

″

　

　

″

　

　

″

全日制

″
　
　
″

普通

普通

計

競
麟
韓

普通

普通

胡

*理系コ‐ス

鍋

普通・目瞭

学科名

家政

普通

学校計

数理探究

普通

普通

普通

計

通

数

校

普

理

学

普通

普通

普通

普通

普通

普通

衛生看護

学校計

普通

普通

普通

普通

商業

国際文化交流

学校計

商業

普通

学校計

計

通

数

校

普

理

学

普通

240

珀
如
躙

240

240

畑
働
畑

160

定員

畑
如
如
伽

80

240

160

卿
莉
脚

40

240

120

80

40

80

160

40

200

160

80

40

可20

40

40

200

８０

徊

節

120

40

160

80

184

“
　
如

248

130

225

加
莉
四

309

236

‐６９
憫
鍋

233

進学希望者教

２５

３３

３９

３２６

63

250

191

27

37

6

25

138

22

160

132

34

24

86

36

15

137

覇
。
覇

―望

3

10

…15

1

れ

田

→

「
働
働

73

過不足

-34

-55

翌

・‐８
却

-28

-46

-16

割
】
羽

・６３

-15

一
　

・
２

・５
　
翌
　
↓

6

・“

　

・７

　

「

-17

刊0

-53

-43

0.72

1.00

0.20

1.03

1.08

α94

1.16

lJD3

1129

0副

晒

211

lJ46

睡〒莉丁≧頂午

0.34

0.46

015

0,31

0.83

0.43

0.60

0.72

0.90

0.38

0,85

0.58

0.30

1.06

083

0.98

0.79

1.04

1.19

0.57

0.30

１

　

０

　

０

0.65

1.07

1.37

0.76

1.08

0.18

1.05

1.23

可01

1.30

1.13

141

1.12

1.12

1198

1.64

0.28

0.51

0.13

α28

0.88

α60

0.86

0.45

0.50

0,74

α78

0.43

0.86

0.73

0.63

0。30

0,90

0.73

1.05

1.01

1.07

126

0.90

1.05

0。 13

1.13

1.18

0.96

1.J0

0.88

1■1

lJD9

0.90

213

1お

0.65

0.43

0.15

0.34

0.80

053

α89

0.3a

0.60

0.73

0.50

0。75

0.60

0.45

学校からの進学
は280

併ェンる県豆長野ヱ甲寧

検から0進学者を含む定
員は280(国際科の学区は
県全増)

備考楓

離島留字 (字区外2人言
よⅢⅢ

離島四学 (学区外4人含
よ、ゝ

離島留字 (写区外5人言
む)

離島留字 (宰区外 4人宮
よ、ゝ

熙

-1-
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令和2年度公立吉等学校進学希望状況田査(第3回)

(公立全日割高等学校)

の結果について(口査日:令和元年12月 1日 )

所管 :長崎県教育庁総務課

緒 観

学科新設

学科新設

学科新設

前年度12月
田査時信準

“

7

0.70

田

α91

0n3

dη

α78

■85

0.87

0.75

′0.95

0.25

0.71

048

063

1.03

1.20

1.25

1.10

1.03

105

110

0.33

0.65

0.68

1.08

0.78

今年虚10月
日と時倍率

025

1郎

d18

1.13

■7B

a58

α84

m

105

0謝

0.75

025

0.78

0.48

0.33

0。75

0.50

0.73

0.88

1.43

1.05

1.93

0.93

1.18

1.28

0.50

0.38

045

1.35

0.35

進学希望倍率

明

晒

明

lJD0

■75

晒

α76

Ш

α80

0.65

0185

0.25

0.75

0.55

033

0.78

0.48

0.35

0.90

1.18

0.88

1.65

0,85

1.03

1.10

0.60

0.38

038

1.05

0.48

過不足

-89

-29

-35

0

こ10

-17

-27

-19

-20

-39

-12

-14

-3

-29

-30

-30

-18

-48

-27

-9

-21

-6

-36

J

7

-5

26

…6

1

4

23

-16

-25

-25

-66

2

-21

-19

進学希望者斡

31

34

11

45

54

98

9

03

01

20

81

48

26

17

91

10

90

22

112

13

31

19

34

84

36

47

35

66.

34

41

44

303

24

15

15

54

42

19

61

定員

120

40

40

m

54

40

26

1郷

80

40

120

60

40

20

120

10

120

40

160

40

40

40

40

120

40

40

40

40

40

40

40

230

40

40

10

120

40

40

80

報 名

普通

普通

総合ビジ線

学校計

醜

‡グロ“功ルコiス

融

学校計

普通

生活総合

学校計

普通

商柔

美術・工芸

学校計

普通

普通

電気情報

学校計

普通

農業ビジネス

食品サイエンス

生活創造

学校計

農業科学

動物科学

環境創造

農業土木

バィオ園芸

食品科学

生活科学

学校計

生物生産

食品流通

生活科学

学校計

食料サイエンス

生活デザイン

学校計

課程

全日制

全日飼

全日割

全日制

全日制

全日制

全日制

全日制

全日制

全国制

全日制

全日制

学校名

目見

小浜

口加

川掘

激佐見

北松西

上五島

中五島

島原農業

諌早農業

北松農業

西彼農業

学区

島 原

島 原

島 原

果 北

県 北

碍詩 ヨヒ

五 島

五 島

……2-―
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令和2年度公立菖等学校進学希望状況田空(第3日)の結果について(嗣全口:令和元年12月 1甲 )

(公立全日綱高等学校) 所管:長崎県教育庁総務課

学区

島原商業

佐世保商業

大村工業

島原工業

鹿町工業

佐世保工業

長崎工業

学校名

全国制

全口制

全国制

全日制

全日制

全日制

全日割

課程

商業

情報処理

家政

学校計

会計ビジネス

情報マー

"ィ
ング

国際ヨミュニケーシヨン

学校計

機械

機械システム

電気

電子工学

建築

建設工業

化学工学

機械システム

電気電子

建築技術

学校計

機械 ―

電気

電子工学

生木技術

学校計

機様

電子機械

電気

電子工学

建築

土木

学校計

機械

機械システム

電気

電子工学

情報技術

建築

工業化学

インテリア

学校計

学窮,名

40

40

40

120

80

80

40

200

80

40

40

40

40

40

40

320

40

40

40

120

40

40

40

40

160

40

40

40

40

40

40

240

40

40

40

40

40

40

40

40

調

定員

28

36

12

106

67

92

49

208

72

45

31

57

51

10

35

331

39

38

39

116

36

59

22

32

149

39

55

38

40

45

46

263

48

52

42

“31

65

37

00

429

進鋳 望を却

-12

-4

2

-14

-13

12

9

8

-8

5

-9

17

11

0

-5

11

-1

-2

‐ 1

■

-4

19

-18

-3

-11

」

15

-2

0

S

6

23

3

12

2

4

41

郷

-3

知

刊∞

過不足

0.70

0.90

1.05

0.84

1.15

1.23

0.90

1.13

0.78

143

1.28

1.00

0.88

α98

α95

α98

0。90

1.48

0.55

0.80

α98

lj38

α95

lm

l.13

1.15

1郷

1.30

lJD5

1.10

203

lJB3

嶼

1.50

進学希望倍率

0.75

α95

1.08

0.99

1.00

1.23

1.13

1.50

α68

1.50

1.75

0.65

0.93

1.23

0.73

113

1.30

0.90

0.75

0,88

140

1.75

■∞

α90

1.63

1.23

1.80

lJDB

l必

lHBB

郷

2“

1働

1.58

今年度10月
田杢時倍率

1.03

0.85

1.00

0.93

1:25

1.03

1.19

1.45

1.10

0.88

1.05

0.98

0,70

0,80

0,70

0.85

0.88

0.85

0.33

0190

α∞

1.20

Ce3

α98

1.23

1.00

0コ3

α93

■13

■95

1.モ逸

1塞

α∞

1.13

前年度12月
囲養時倍準 備考欄
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令和2年度公立商等学校違学希主状況田査(第3日)の結果について(田査日:令和元年12月 1口 )

(公立全日綱高等学校 )
所管:長崎県教育庁総務課

※離島留学への進学希望者数 (再掲)

(備考)

0調査対象 :長崎県内中学校及び特別支援学校中学部の3年生

0普通科のみ学犀があります。

6普通科内コニスは外数表示です。      ,
O学区欄の空白は県内全域を示します。また、長崎商業は市立高校です。

-4-

備考標前年度12月

lJB8

lJB3

lJD5

α弱

1.18

陀

α93

1:24

覇123

1.01

α58

0。94

0.36

1.18

1.25

今年度10月
田杢蒔倍率

ODe

l:90

α餡

0コ

1.13

■76

0扇

0.93

1田

0.90

0.68

0.90

0.31

1.37

1.35

進学希望倍率
|

0お7

1.50

a'3

0郷

1必

α79

α80

0.98

1.04

0.90

0.65

0.95

0.36

可.14

1.00

過不足

-21

節

→

工10

-57

11

■ 6

-17

-16

■38

〒12

5

-16

-14

-4

-51

22

1

進学お望者数

139

80

31

280

23

31

74

03

a4

127

148

125

144

26

76

29

182

241

定員

lω

40

40

240

80

40

1知

30

80

160

160

120

160

40

80

160

240

学科名

商業

情報

国際コミュニケーシラ

螂

商業

情報処理

学校計 ,

水産

総合

学校計

総合

総合

総合

総合

総合

総合

総合

情報国際ビジネス

課程

全日割

全日割

全日制

全日制

全日制

全日制

全日制

全口制

全口制

全日制

全日制

韓 名

謙早商業

壱岐商葉

攀

長崎明識

佐世保東翔′

大村城南

平戸

五島海陽

島原翔南

清峰

長崎商業

学区

備考欄前年度12月

希望者数

30

6

27

12

2

今年度10月希望者数

左記のうち学

区外希望者数

5

4

3

1

進学希望者数

17

7

21

8

1

今年度12月 希望者数

左■のうち学
区外希望者数

4

5

4

2

進学希望者拗

15

8

23

8

2

学科・コース名等

国際文化交流

東アジア歴史・中国語

スポーツ

夢トライ

イングリッシュ・アイランド・スクーィレ

課程

全日制

全国制

全国制

全国制|

全日制

幹 名

対馬

壱岐

五島

五島南

奈留

学区

-15-



令和2年度公立声等学校進学お望状滉田査(第3日)の結果について(■査口:令和元年12月 1日 )

学 区

鳴滝

″
　

　

″

　

　

″

韓 名

佐世保工業

長崎工業

″
　
　
″

五島

大村

謙早

島原

佐世保中央

″

″

″

″

″

定時割

″

　

　

″

　

　

″

課程

定時制

定時制

″
　
　
″

定時制

定鮒

定時網

定時制

定時制

″

″

″

″

″

舶
離
胡
鍋

学科名

工業技術

建築

工業技術

学校計

普通

普通

普通

普通

普通

*I,加ヵラね
「
ス

商業

*功賜 カ ース

醜

学校計

40

40

40

40

莉

れ

　

れ

れ

∞

れ

０

０

知

定員

40

網

“

８０

3

14

5

9

14

5

1

“
　
“

‐０
　
節

9

２７
　
鵠

６

　

０

進学希望者独

-32

・３

３̈

■

-37

-35

-39

工71

i31

4

-30

-14

報
却
＝
ｕ

過不足

α20

0.13

0.28

α08

α35

αi3

α∞

α∞

0必

α23

1.10

α15

Q∞

0鵡

進学希望倍率

0,13

0.08

o.08

0.03

0.25

0朗

α∝

鰤

α98

Q18

1118

α∝

α∝

α蒟

今年度10月
田査時倍率

0.30

0.08

0.13

0.10

α38

α

“

α10

Ш

1.13

0.45

0J旧

ｍ
ｍ
田

苗年歳12月

昼間都

昼間部

備考幅

学区

佐世保中央

鳴滝

学校名

通信制

通信制

Ⅲ
課程

普通

普通

学科名

300

300

定員

20

28

進学希望者教

-280

-272

過不足

0.07

0.09

進学希望倍率

0,05

α08

今年度10月
調査時倍幸

0.06

α10

前年度12月
調査時倍華 備考欄

-5-
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ふるさとを活性化するキヤリア教育充実事業の実施状況について

1.目 的
ふるさとを活性化しようとする本県独自の職業体験学習プログラムを

開発し、県内中学校入の普及を図ることで、チャレンジ精神や創造性、問

題解決力、コミュニケーションカ等の資質・能力を育成するとともに、本

県産業への正しい理解を促進し、県内就職につなげる。

2.内容
(1)研究指定校 (6地区6校 )
①長崎地区   長崎市立野母崎中学校
②県南地区   長与町立高田中学校
③県央地区   東彼杵町立東彼杵中学校
④県北地区   松浦市立調川中学校
⑤壱岐対馬地区 対馬市立大船越中学校
⑥王島地区   五島市立福江中学校

(2)期間
平成31年度から2年間

(3)具体的な取組の内容
①地元の商工会から資金を借用し、食品販売の模擬会社を設立。Pと元

食材を使つた商品を開発し、地元の祭りにおいて販売活動を行つた。

②地域や探護者に対して梅千を貝反売する模擬会社の説明会を開催。株

式を発行して資金を集めたと今後梅干生産に取り組んでいく。

③商工会や役場の担当者を招聘した町おこしアイディア発表会の中

で、地元の茶や鯨肉を使つた商品などを提案した。

④地元缶詰工場の協力のもと、缶詰のパッケージ作りを行つた。

⑤地元商品の仕入れや商品開発を行う模擬会社を設立し、地域のイベ

ントで販売することにより、地域の現状や起業について学んだ。

l ⑥地域の関係機関と連携した職業体験活動推進の組織作りを行つた。
こ

3.今後の取組
今年度末

次年度
`各研究校の 1年間の取組状況を紹介 (リ ーフレントの配布)
・新たに佐世保地区、島原地区を加えて 8地区8校で実施
・県内の各中学校へ職業体験学習プログラム開発のためのマ

ニュアル等を資料として配布
・各研究校の研究成果を県内に広く発信

(令和 3年 1月 29日 (金)にフオーラムを開催予定)

件 名

概  要

報 告 事 項 (3)
義務教育課
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研究指定校の取組状況

【体験学習プログラムの内容】
・2年生が町おこしアイディア発表会を実施。地元の茶や鯨肉を使った商品などを提案
した。

【次年度の見通し】
―

・起業体験活動の中で、販売活動を行う学習プログラムを実施する予定。

③東彼杵町立東彼杵中学校

【体験学習プログラムの内容】
・地元の缶詰工場の協力で缶詰のパッケージ作りを行った。

【次年度の見通し】
・近隣の商店や工場の協力を得て、面接の体験や商品の宣伝づくりなどを取り入れた職

業体験学習を実施する予定。

④松浦市立調川中学校

【体験学習プログラムの内容】
・市の関係各課及び地域の関係機関と連携した職業体験活動推進の組織作りを行った。

【次年度の見通し】                   I
・生徒の関心に応じてグループでの職業体験活動を実施する予定。

⑥五島市立福江中学校

【体験学習プログラムの内容】

・地元の「伊勢エビまつり」において、1年生が祭りの運営に参加、2年生が加工食品販

売模擬会社を設立し地元食材を使つた商品を開発して販売、 3年生が来場者を対象に

アンケートを実施して市場調査を行うとともた地域紹介ガイドブックを作成、配付し

た。                          f
・ 2年生の模擬会社設立に当たつては、地元の商工会から資金を借用した。また、祭 りの

終了後には学習発表会で地域に決算を報告 しヽ 借り入れた資金を商工会‐返済した。

【次年度の見通し】
・小中一貫校の特色を生かし、小・中9年間を見通した「ふるさと教育」や「自分の生き

方を考えるキャジア教育」のカジキュラムについて開発をさらに進める。キャジア・

パスポートの活用も視野において小中合同発表を予定。

【体験学習プログラムの内容】
・ 1年生が梅千を販売する模擬株式会社を設立。地域住民に教わりながら梅干を作り、

試作品を配つて市場調査を行つた。
・地域や保護者に対して会社説明会を実施し、株式を発行して資金を集めた。

【次年度の見通し】
・ 1年生が地域の協力を得ながら梅干生産に取り組み、2年生が販売や決算報告を行う

株主総会を開催する。

田

【体験学習プログラムの内容】
・ 1年生に 2・ 3年生が協力をする体験学習として実施。
・多様なキャジアをもつ地域の人々 (店あ経営者、対馬に移住し起業した人、島おこし協

働隊として活動している人)からの講話を実施。対馬の現状や起業について学んだ。
・地域住民に教わ少ながら、地元の産物を使ってイスズミのすり身を使ったメンチカツ、

千 し芋、藻塩を作った。これらの試作品を対馬市でのイベント会場で販売したも

【次年度の見通し】
・ 2年生が模擬株式会社を設立する。地域や保護者に対して会社説明会、開発した商品
の販売、株主総会等を開催し、決算報告を行う予定。     |
・コミュニティ・スクールを視野に、職業体験活動推進の組織作りを推進する。

⑤対馬市立大船越中学校

i18-



令和2年 3月公立蔦等学校準集予定者の就職肉定状況について

〔12月末現在 全日傷・定時日 菖校教育課嗣査〕

1

※県内求人数は、長崎労働局データ

O全体の就職内定率は、 94.5%で 、前年並みである。
O県内割合は、 63.4%で 、前年比4.1ポ イント増加している。
○未内定者数は、 144人 である。

2 学科別就職内定状況

前年比増減

-1.2

+1.5

-0.4

+41 1

-4.1

+2

令和 2年 3月卒

92, 9

97.4

94: 5

63. 4

36.6

長崎労働局未発表

144

平成31年 3月卒

94. 1

95。  9

94. 9

59。 3

40。  7

5, 044

142

平成30年 3月卒

90. 9

97.6

93。 5

59.8

40. 2

9084

189

項 目

県  内 (%)

県  外 (%)
全  体 (%)

県内割合 (%)

県外割合 (%)

県内求人数 (人 )

未内定者教 (人 )

県内

割合

66.596

75,196

49.696

74。 596

56.996

69.2%

77.8%

50,0%

76.4%

63,4%

59.3,6

4。 1

就職内定率

小計

86.5

92.7

98,0

98.0

87.9

100,0

100,0

85,7

92,4

94.5

94.9

-0,4

県外

91.5

83,7

101,6

99,1

96.2

100.0

200,0

120.0

93.2

97.4

95.9

1,5

県内

84.2

96.1

94.6

97,7

82.5

100,0

87.5

66,7

92.1

92,9

94.1

-1。 2

就職内定者数

小計

352

329

979

451

58

13

0

9

12

292

2,495

2,619

-124

県外

118

82

498

115

25

4

0

2

6

69

914

1,066

…152

県内

234

247

486

336

33

9

7

6

223

1,581

1,553

28

就職希望者数

小計

407

355

999

460

66

13

0

9

14

316

2,639

2,761

-122

県外

129

98

485

116

26

4

0

1

5

74

938

1,111

…173

県内

273

257

514

344

40

9

0

8

9

242

1,701

6501,

51

学科名

普 通

農 業

工 業

商 業

水 産

家 庭

看 護

情 報

その他

総 合

合計 (a)

昨年同期計(b)

僻醐比lalilbl

件 名

概 要

報  告  事 項  (4)
高 校 教 育 課
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概  要

件  名

1概 要

(1)日程等
1月 18日 (上)地 歴 `公民、国語、外国語、リス手ング (英語)
1月 19日 (日) 理科①、理科②、数学①、数学②

(2)県内会場数
‐  9会場 (長崎大学文教地区、県立大学シーボル ト校、県立大学佐世保校、

長崎総合科学大学、長崎国際大学、五島高等学校、壱岐高等学校、
′上五島高等学校、対馬高等学校)

2 志願者数等

(1)志願者数の推移
(単位 :人)

(2)本県の離島会場で受験する志願者数の推移
(単位 :人 )

3 今後の日程
1月 27日 (月 )-2月 5自  (水 )

26日  (水 )
10日  (」火缶)

個別学力検査等出願

個別学力検査等前期日程

前期 日程合格発表

個別学力検査等中期日程

個別学力検査等後期日程

中・後期 日程合格発表

日

日

５

１

２月

月

２

３

(火)～
(日 )～
(日 )～
(木)～
(金)～

日

日

日

３

２

０

１

２

月

月

月

３

３

３ 24日  (,k)

全国

長崎県

区分

現役占有率

過年度卒等

現役生

志願者計

現役占有率

過年度卒等

現役生

志願者計

82.0%

101,433

462,335

563,768

83.2%

1,012

5,005

6,017

H28

81.9%

104,125

471,842

575,967

84,3%

911

■887

5,798

H29

81,3%

109,101

473,570

582,671

84.5,`

904

4,917

5,821

H30

80.61`

111,880

464,950

576,830

84.3%

9(17

4,880

5,787

H31

81.1%

105,464

452,234

557:698

84.8%

864

4,815

5,679

R2

受験者合計

対馬高校

上五島高校

壱岐高校

五島高校

会場校

県立大学

長崎大学

担当大学

417

74

64

114

142

H28

423

79

61

118

141

H29

394

73

59

120

121

H30

373

91

66

125

135

H31

343

62

54

113

119

R2

令和 2年度大学入試センター試験について

報 告 事 項 (5)
高 校 教 育 課
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令和 2年度県立学校職員 (船員)採用試験、令和 2年度県立学校議員 (実習助手、
寄宿舎指導員)採用試験 (第 1次試験)の結果について

1試 験

(1)試 験 日
(2)試験会場
(3)試験内容

(4)合格者発表

令和元年 12月 10日 (火 )

長崎県庁行政棟

船     員   ①小論文 ②個人面接
実習助手、寄宿舎構員(1抑  ①一般教養試験 ②適性検査
教 員 (理 療)  令和 2年  1月 17日 (金)
船
｀
   員   令和元年 12月 27日 (金 )
実習助手、寄宿舎指導員(1次) 令和元年 12月 27日 (金)

2 受験者数及び合格者
(1)船員

(2)実習助手及び寄宿舎指導員 (第 1次試験)
<A採用 (障害者特別採用選考)>

※障害者特別採用選考については、志願があつた校種・教科のみ掲載

倍率

(B)/(D)

4. 0

1. 0

2. 5

採用

予定者数

(D)

1

1

2

合格者数

(C)

1

1

2

受験者数

(B)

4

1

5

志願者数

(A)

5

1

6

職  種

甲板員

機関員

合  計

倍率

(B)/(D)

採用

予定者数

(D)

若干名

若干名

第1次試験

合格者数

(C)

1

2

0

6

9

受験者数

(B)

1

2

0

8

11

志願者数

(A)

1

2

1

8

12

職  種

理 科

農 業

工 業 建 築

実習助手 (特別支援 )

合  計

件名

概要

報 告 事 項 (6)
高 校 教 育塁
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<B採用>

(参考)昨年度の実施状況
実習助手及び寄宿舎指導員 (第 1次試験)

(A採用 (障害者特別採用選考)>

※障害者特別採用選考については、志願があつた校種・教科のみ掲載

<B採用 >

合  計

寄宿舎指導員

小  計

実習助手 (特別支援)

実習助手 (商  業)

実習助手 (工業建築)

実習助手 (工業電気)

実習助手 (農  業)

実習助手 (理  科 )
職   種

76

28

48

14

11

5

2

6

10

志願者数

(A)

75

28

47

14

11

5

2

6

9

受験者数

3)

34

8

26

5

5

5

2

4

5

第1次試験

合格者数

(C)

9

3

6

1

1

1

1

1

1

採用

予定者数

0)

8。  3

9. 3

7. 8

14.0

11.0

5, 0

2. 0

6. 0

9. 0

倍率

(B)/ (D)

合  計

実習助手 (特別支援)

志願者数等

職  種

4

4

志願者数

(A)

4

4

受験者数

(B)

4

4

第1次試験

合格者数

(C)

若干名

若干名

採用

予定者数

(D)｀

倍率

(B)/(D)

合  計

寄宿舎指導員

小  計

実習助手 (特別支援)

実習助手 (工業建築)

実習助手 (工業電気)

実習助手 (農  業)

実習助手 (理  科 )

志願者数等

職  種

60

15

45

12

7

4

10

12

志願者数

(A)

58

15

43

12

7

4

10

10

受験者数

lB)

29

5

24

5

5

4

5

5

第1次試験

合格者数

(C)

7

1

6

1

2

1

1

1

採用

予定者数

(D)

8。  3

15, 0

7. 2

12.0

3. 5

4. 0

10. 0

10. 0

倍率

(B)/(D)
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3 実習助手及び寄宿舎指導員第 2次試験の予定等 (第 1次試験合格者に
対 して) .
(1)試 験 日   令和 2年 1月■、4日 欲 )
(2)試験会場   長崎県庁行政棟
(3)試験内容   ①小論文  ②摘人面接
(4)合格発表  令れ2午 2月  7日 (金)   .
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概  要

件 ′名

1 開催口 令和元年 12月 23日 (月 )
2 会議内容       !
O検討依頼事項の手交・説明

①行政説明

・本県の特別支援教育の現状と課題について

。長崎県特別支援教育推進基本計画の検証につぃて

【委員からの主な意見等】      ′

・平成 23年 1_0月 に景崎県特別支援教育推進基本計画を策定して約 10
年、長崎県の特別支援教育は充実してきた。そのような中で、障害者権
利条約の批准やいろいろな制度改革がなされ、学習指導要領も改訂され

た。今後概ね 10年間、令和4年度以降の新しい時代に対応した特別支
援教育の在り方にういて検討していきたい。

とこの20年で長崎県の特別支援教育はだいぶ進んできているき長崎県独
自の難しさとして離島を抱えていることや社会資源の少なさ等がある。

特に子どもの数が少なくならている中にあつて、特別支援教育の対象の

子どもの数は増えてきており、教育の中でも特別支援教育の

|してきていると感じる。さらに推進していく必要がある。

・通常の学級で、支援が必要な子どもの割合が小中学校で7.:6%と増
ている。通級による指導や特別支援学級が増え、専門の免許を持つて予

ない教師に担当してもらわざるを得ない場合もある。全ての教師

支援荻育に対する認識度の向上と、担当する教師の専門性をこれから

うしていくかが課題である。

。発達障害児や医療的ケア児の支援の在り方などがここ数年の大きな

である。また、近年、一般就労する生徒が多くなっているため、障害
ある生徒本人の差別に対する意識を酒養することや、どのようなときI

意思を表明するか、合理的配慮の意識を育てていく必要がある。

教育は自己肯定感を育んだり、様々な生活体験をする非常に大切な場
で、医療はそれを支援する役割がある。学習障害の支援はまだ今後
題である。全て,の子どもが前向きに生活できるように支援していき

たい。

障害のある子どもの教育の在り方に関する検討委員会第 1回会議について

報  告  事  !項  (7)
特別支援教育課
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・幼稚園に発達障害などいろいろな障害のある子どもがいるなかで、発宥

がJ泌配な子どもについて、幼稚園に入つて気付くことがあるが、少して

も早く療育ができればという思いを伝えていきたい。

・中学校では情緒障害の生徒の進学をどうするかが課題となっている。ま

たt特別支援学級等で指導する教師の特別支援教育に関する免許取得な
ど専門性の確保をどうしていくかなどの課題もある。

・高校も、大規模校もあれば、郡部等の小規模校もある。特に、入日のス
試の部分と出口の進学・就職の部分が課題となっている。それぞれの学
校の課題を把握して切れ日のない支援について提案していきたぃ。

・ ICTの発展、普及も進んできたと ICTを活用することで子どもたち
の能力をもつと仲ばせると思う。障害者当事者の視コミで、下緒に考えて

いきアとい。

・子どもたちが主体的に学べることにつながるように卒業生などから学ぶ

場面などのロールモデルがあってもいいと思つているので提案していき

たい。

。「この子がどう生きていくのか、将来の姿がイメ∵ジできない。この子

たちを残していくのがつらい」という親の意見もある。二人で生きてい

くことができるような教育が必要である。

概  要
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概  要

件  名

【開催の趣旨】

ビブジオバトルは、出場者一人一人がお気に入りの本を持ち寄り、その

本の魅力などを紹介する書評合戦であり、読書が自分一人だけのものから

複数の人と人をつなぐコミユニケ‐ションツールに変わる楽しさを体験で

きる読書活動であるもビプリオバトルの県大会を開催することで、県内中

学生の読書に対する興味・関心を喚起しヽ 自主的・自発的に読書に親しむ
1機
会の充実を図る。

【期日】令和元年12月 26日 (木 )

【場所】ミライon図書館

【出場者】14名 (市町立12、 県立 1、 私立 1́)

【参観者】136名 (事前申込78、 当日参加58)

【投票結果】

1.優 勝

著書『科学でツッコむ日本の歴史』

大村市立玖島中学校  3年 久間
2.準優勝

著書『ハリネズミの願い』

時津町立時津中学校  2年 中野
3.優秀賞

著書『新版 吉事記物語』
壱岐市立石田中学校  2年 村部
著書『アスリーツ』

長崎県立長崎東中学校 3年 十川株
4.特別賞

著書『アスリーツ』

長崎県立長崎東中学校 3年 川添

晴心

未彩

優心

瞳子

瞳子

(く ま せいしん)

(なかの みあ)

(むらべ ゆうしん)

(かわぞえ とうこ)

(かわぞえ とうこ)

第 1回長崎県中学生ビブリオブ` 卜,レ大会の結果について

報  告  事  項  (3)
生涯学習課
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【参考】令和元年度 第 1回長臆県中学生ビブリオバトル大会の様子

【開会式 (多目的ホール)】

生涯学習課

Ｉ
Ю
呵
Ｉ

【ラ選 (研修室)】

,

い
いい
と王五
珂
ｔ
Ｔ
，
■
野
占
ュ

【入賞した4人】

く
れ
猟

，
″
一
一
″
エ

【決B券 (夕夕目的ホール)】 【参観者からの質Pロロ】



概 要

件 名

1 目  的
県内全ての小・中学生を対象に作品を募集し、作品展を開催すること

により、小・中学生の図画工作・美術に対する関心を高め、併せて、創

造の喜びを体験させ、豊かな心を養い、造形活動の活性化を図る。

2 主  催  長崎県教育委員会 長崎県造形教育研究会
3 共  催  長崎市教育委員会 佐世保市教育委員会 壱岐市教育委員会
4 出品規定
、(1)対 象  県内の小学校、中学校、義務教育学校並びに特別支援学

i 校の小学部及び中学部の児童生徒が本年度、授業で制作
した作品

(2)部 門  絵画 。版画 上デザイン・立体
(デザインと立体は中学生のみ)

5審  査
(1)一次審査 中…… 県内17ブロックで審査を実施し「入選」を決定
(2)二次審査・……・長崎市で審査を実施し「特選」を決定
(3)特別賞審査・…・長崎市で審査を実施し「特別賞」を決定

特別賞数

特 選 数

入 選 数

出品総数

60点
770点

10,333J煮
80,232点
令和元年度

60点
770点

11,829点
85, 114J煮
平成 30年度

6作 品 展
O総合展 長崎県美術館 県民ギャラリー

1月 21(火 )～  1月 26日 (日 )
佐世保市博物館島瀬美術センタエ

2月 12日 (水)～  2月 16日 (日 )
壱岐の島ホール

2月 21日 (金)ん  2月 25日 (火 )

O巡 回展

7 表  彰            ―

① 特別賞  知事賞、教育委員会賞、造形教育研究会賞 各 20名
計 60名

8表 彰 式
(1)日  時
(2)場 所

令和 2年 1月 26日 (日)13:30～ 14:30
長崎ブリックホール 国際会議場

第65回長崎県小・中学校児童生徒美衛作品展「子ども県展」
について

報 告 事 項 (9)
学芸文化課
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第65回長崎 ・中学校,
掲載作品は昨年度「子ども県展」

知事賞受賞作品です。

◇

J
子どもたちの感性に浸つてみませんか? 癬鍮する思い1 はじとする表現 :

砂
犠
拶

矛

掛
ｒ
ｅ

,

雪

長崎県装術館
県民ギヤラリ‐

金 期

令和2年

1月 21日 火〉
1月26日0

蘭館躇固

10:00‐ 20:00
会場建描筑,09与…833‐2110

佐世保市博物館
島瀬美術センター

金 期

令和2年

書崚の島市いた

会 期

令和2年

2月21日金>
2月 25日 火

2月12日 永>
2月 16日0

開館時間          闘館時間

10:00o18:00【入館1み 30まで】  9:00o18:00 1八館17:80まで】

会場週:専善先 0956‐ 22‐7213   奮と場連絡先 0920,47‐ 4111

驚会厩・歳筆麟倖
=巡
園桜 1主、姜丹I賞・答速つ登4晶を壊と承いをしますす壱牧有巡国壌!査 会

'3う
季全■.特別賞査4品 琶域市の埼建体品 入選件贔 (〒車1及び事1馬市命特選作品を中心に展承,

お P口亀い合わせ先
長崎県教育庁学芸文化諜 教育文化班    TttL 095-394
「子ども県展」事務局 長埼市立城山小学校  TEL 09S-86生

-3385
-00S7

へ r、

日 主 催
'長
埓県教育衆女員会 長矯県造形教育研究会 B共 催 /長崎布教育姿員会 佐笹保市教育委員会 壱較布教育委員会

B、予′接 .長嚇斯観社 顧自本奪府爾牡 軒B就瑚生 共冊通に社長鳩支 r耳ヨ 瑞事進イき柱長鈴文馬 日4盤 .菩新 嘗ヽ社 長嶋夏局 毎日新聞往 罰売斯_守〕諏軒本社
K tt hfレ r良鵡 N十 二長競爾警テレヒ ヽCこ 二競文化執送 RtC長 朝欺送 N卜 をヽ 長焼よ送局 狂フ'ム

長焼

株式妾社長嵯ダープルゝティア キヤ3'レ
=遭
せ保 晉壌 rジ Bン 耕式会社 長嚇乗中学校丈イと進盟

E
中

“

ａ

場
料
λ

無

軒

寺上
や、二

▲

キ)燕計
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Ff、
ヾ

運

回
　
晨
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件 名

1 調査翔関
○ 平成 31年 4月～ 7月

2 調査対象及び参加状況  ()は 全国
O 小学校 5年生及び中学校 2年生 (義務教育学校、特別支援学校を含む)
① 長崎県    小学生 ■,123人 (公立学校 1,038,143人 )

i中学生 10,623人 (公立学校  90,,219人 )  .
※平成 20・ 21,25～30年度は悉皆調査ど平成 22・ 24年度は抽出調査

平成 23年度は震災の影響により全国調査は中止。

3 調査内容
(1)実技に関する調査 (新体カテスト)
. 握力、上体起こし、長座体前屈、皮復横跳び、持久走。ジャトルラン、
50m走、立ぢ幅跳び、ボール投げ  (以上8種日) |
(2)質問紙調査         :
運動習慣、食習慣、生活習慣、学校体育の指導等

4 調査結果における全国の概要
本年度における全国の体カテスト合計〃点は、小 :中学校男女ともに昨年

度より下回っている。また、小 。中学校ともに、女子ふり男子が大きく低

下しており、特に、小学校男子は過去最低の数値とならている。

※本県においては、小学校男女が、過去最低の数値となつているこ

5 調査結果における本県の概要
(1)体カテスト合計点における本県の平均点  ※合計点は80点満点
0 小学校 5年生 男子 52.94点 (全国 53.61点)(▲ 0.67点 )

女子 54.92点  (全国 55.59点)(▲ 0.67点 )
0 中学校 2年生 男子 41.40点  (全国 41.69点)(▲ 0.29点 )|
1        女子 49.73点  (全国 50.22点)(▲ 0`49点 )

令和元年度全国体力 a運動能力tイ運動習慣等調査の結果について

報 1告 事 項 (10)
体育保健課
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(2)本県の状況
①全旦との比較

●体カテストの合計点は、小・中学校男女ともに全国平均より下回ってい

る。
0「持久走」、「シャトルラン」は、小・中学校男女とも全国平均を上回つ
ており、特に中学校男女は全国トップレベルである。

●本県の課題である「長座体前屈」は、小・中学校男女ともに全国平均を

大きく下回り、柔軟性に課題がみられる。

●小学校では、「ボール投
Iげ

J、 中学校は「反復横跳び」において男女とも'

に全国平均を上回つている。

●小学校では、「握力」「上体起こし」等の筋力、中学校では「50m走」
に関して男女ともに全国平均を下回つている。

②昨年度との比較
●体カテスト合計点は、前年度の県の平均と比較すると小 。中学校男女と

もに昨年度より下回つている。

●小・中学校男女ともに、昨年度を上回る項目はなく、同様か下回つてい

る項目となつている。

●長座体前屈では、小学校男子を除き、昨年度と同様となつているが、全

国平均と比較するとなお下回つており、県全体での継続的な取組が必要

であるb

6 1週間の総運動時間の概要                      ′

●1週間の総運動時間の分布を見ると、小 。中学生男女とも、全国の分布

とほぼ同様の1傾向である。

0中学校では運動をする子とそうでない子の二極化がみられる。
(● 1週間の総運動時間が 420分以上の割合は全国に比べると高く、 1週間

の総運動時間が0分の割合は全国に比べると低い。

●小学校(中学校ともに、 1週間の総運動時間が0分である児童・生徒が

存在することはて依然として課題である。
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【 届」 紙 資 料 】

令和元年度 全■体力・』耐協力、』出習慣衛田空結果の概要について

■令和元年度の全国平均と長崎果平均の比較 【表 1】

※比較重用いている金自のV掲0は、公立学校の平す毎算
※ 【:露憲凄につしヽて】   。「0」 !全国単増より優れている  「△」…・全国平均より劣っている  「r」 ・◆色平均と同レベル  泰―

ヽ

※ 【種目について】   ・「⑤」については 小学校は「シャトルラン」のみ、中学校は r持久た」又は「シャトルラン」のいすれかを選択
。「持久走】については、男子は1500m走、女子は1000m走
。「◎パール投げ」については、小学校は「ソフトポール投げ」、中学校は

'ハ
ンドボール投げ」

t)し

■令和元年度と平成 30年度の長崎県平均の比較 【表 2】

合  計  点 (点)

③

⑦

⑥

⑤

④

O

② :上 体 通 こ し (口)

①

穏  目

ボ ー ル 投 げ (m)

立 ち 幅 と び (m)

50m走 (秒)

シ ャ トル ラ ン (口 )

持  ス  走 (秒)

反 領 横 と び (□)

長 塵 体 働 目 (れ)

理 力 (鼈)

△

0

△

0

＼

△

▲

△

▲

密B建

男 子  (平均値)

小 学 校 5年 生

52.94

22.68

150.28

9お

52お

＼

41J41

310▼

19少少

15.96

4

5361

2101

16145

9セ

壺 32

＼

4174

3324

19起0

16_37

全 日

△

0

▲

0

＼

Δ

△

▲

盛

女 子  (平均D

54.92

14.27

143.91

9.06

4296

＼

39“

35お

l gL∝

15,73

尊

55 59

1361

1奄G8

9.64・

‐ 79

＼

玉)14

3■磁

la∞

1609

全 E

△

0

▲

0

0

0

△

0

奮震

電 子  (平均値)

中 学 校 2年 生

41.40

20.34

196.34

8.OO

弱 .97

額 扇

5214

41.66

2C拇

28部

轟

41.69

20"

19う 03

802

弱 出

398.98

5191

49働

26,96

28 

“

全 田

△

△

0

0

0

△

△

△

有Bと

女 子  (平均値)

49.73

1286

16馬光9う

B.86

04.21

少顕 .84

47.57“

臣

郷 .42

密 .弱

長け曇

∞ 盟

1296

469,90

881

58,31

獲 82
'28

お 壺

2369

2379

全 国

合  計  点 (点 )

O

⑦

⑥

⑤

④

④

②

①

種  日

ポ ー ル 投 げ (m)

立 ち 幅 と び 衝 )

50m走 (秒)

シ ャ トル ラ ン (口 )

持  ス  走 (秒 )

反 復 横 と 0(口 )

長 座 体 自0理 ((イ n)

上 体 起 こ し (回 )

握 力 (kg)

△

△

△

△

△

＼

△

△

▲

書章叢

男 子  (平、均値)
小 学 校 5年 生

52.94

22.58

150.28

9.43

52.49

＼

41.41

3107

19,22

15.9C

Rl

5386

22 99

15118

9,36

勢 72

＼

4221

3136

1934

1624

卜leo

△

△

▲

＼

△

書患霊

支 子  (平均値)

54,92

14.27

143.91

9.66

42.96

＼

39,98

35,43

18.Oe

15.78

Rl

55.46

1426

14411

961

45.16

＼

4059

3551

1824

15.84

H30

△

△

△

△

▲

背息登

男 子  (平均億)
中 学 校 2年 生

41。40

20.94

196.34

8,Oe

ea.87

390.55

62,14

41.66

26.39

29_86

Rl

4216

20 38

196.26

8,05

92,97

381.53

52.59

41.92

2706

2879

卜,30

△

△

△

△

奮菫奎

女 子  (平均値)

49.73

12.86

169.95

魯。86

64.21

288.84

47.57

■・4.08

2魯.42

2とt.50

Rl

苺 、63

1300

17生鶴

889

657う

278.69

4765

44,18

23.55

23.53

H30

※ 【有意基について〕

※ 【覆国について】

※ 〔含七十点について】

。「O」 …H29より優れている  「△」 '「H29より劣つてしヽる  「■」 H29と同レベル  蒸■― `

。「⑤」をついては 1ヽ学校は「シャトルラン」のみ、中学校は
~持
ス走」又は

'シ

ャトルラン」のいすれかを黒択

。「持ス走」については、男子は1500m走、女子は1000m走

。「◎ポール投げ」については、小学校は「ソフトボール投げ」、中学校は「ハンドポール投げ」

わ合計点は、小学校。中学校とも80点湾点 (1種目10点×8種目)
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小学校 5年錫 子

■ 1週間の総運動時間

担12嶋 申自平均69介)以上

【別 紙 資 料 】

【グラフ 3】

【表 4】

PCh

εヽ

週4_ノ o歩 ,｀中日平均60分 )以上

0分～60分求お→6.7%
【全■7.6%】

0勇

o  a∞  ぅo9  9o。   甍ヱ●O IB96 1900 21'0 2400t分 : 0  30C  600  0∞   1210 150C ユ000 2100 2100こ 分]

※析れ線,ラフは、全国F′分布です

(1日平均詢分〕以上

S'o

0  ●働  6く (l  etO と拗● 1誇0 1脅0 2193 ?ヽ 90モ朗

争囲平均髄分)以上

二部

0  9∞   うlЮ  争撓  ユ玲O tttS ユ騨G ヱ1'9 2409t分〕

※新れ無グラ列ま、全国0分布です

小学校

中学校

小学校 5年′卜を子

'Fキ

キi,Fii宝 ,i41ェキ耳RⅢfを日Fゝ_、_!|

0今府60分株当⇒12.3%
【全日13.0%】

X

中学校 2年生男子
中学校 2年生女子

420分～
51.5%
56.7%

60～419分
40.8%
367%

1～59分
40%
3.4%

O分

3.6%
313%

男 子

全 国

長崎県

420分 ～
30.1%
3619%

60～419分
56.9%
50.3%

1～59分
3.3%
7.3%

O分

4.7%
4.5%

女 子

全 国

長崎県

420分ん

8315%
35.7%

60～419分
94%
8.7%

1～59分
1.9%
1.5%

∽

5Ⅲ2%
4.0%

男子

全 国

長崎県

420倉～
61.7%
66_1%

60～419分
18.9%
16.8%

1～59分
6.4%
6.6%

O角｀

13.0%
10.5%

女 子

全 国

長崎県
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報 告 事 項 (11)

令和元年度年末 B年始各種全国大会結果について
―

盤

備考大会期日 性別 出場校等 組合せ (結果)錫競技名 大会名区分

2年連続3回目男子 松浦高等学校

女子 諌早高等学校 μ劇聰25回目

40位

B位

たけびしスタジア鯨 都 (京都市

西京極陸上競技場)

付設駅伝コース(京都府)

12/22(日 )
令和元年度全国高等学校総合体育大会

(男子70回・女子31回 )全国高等学校駅伝競走大会
駅  伝

2年連続18回目
1回戦 0長崎北隅台 53対0 桐生第一 (辞馬)
2回戦 0長時北閉台 7対38桐鷹学園 (神奈川)

自:12/27(金 )
至■/7(火)

男子 長崎北陽台高等学校令和元年度全国高等学校総合体育大会

第99回全国高等学校ラゲビーフツトリギ、―ル大会

東大阪市花園ラグビー場 他

(大阪府)
ラ グ ビ ー

自■2/30(月 )

至:1/13f月 Ⅲ
男子

長崎総合科学大学

附属高等学校
輸 年7回目 1回戦 0長崎総科大附 2対3丸岡 (福丼)第98回全国高等学校切ルー選手権大会 東京、神奈川、埼玉、千葉

自:1/3(金 )
至■/12〔日Ⅲ

女子 鎮西学院高等学校 早靱的9回目
1回戦 O鎮西学院 1対 1('K6‐ 5)常票大附橘 (静岡)
2回戦 ●鎮西学院 0対0(PK2‐4)大阪学芸 (大阪)第28回全日本高等学校女子剪妨i選手権大会

ノエビアスタジアム神戸 他

(兵庫県〕

サ ッ カ

男子 長崎西高等学校 3と副獣応12回目
武蔵野の森総合スポーツプフザ他

(東京都)

自:12/23(月 )
至:12/29(日 )

女子 長崎女子高等学校 群Ы断亀15回目

1回戦 O長崎西 110対64海墨 (二重)
2回戦 ●長崎西 79対 82Hヒ陸 (石川)

1回戦 o長崎女子 56対92明成 (宮城)
パスケットボール

WINTERCUP2019
第72回全国高等学秘 《ス例外ポール選手権大会

男子 大村工業高等学校 1ぼ醜獣鳥1,回目

転 卜8
と口職  0大村工H
2回鴨  0大捕工魚
0田職  0大村工虫
摯々換BO大 柑工魚

2対0
2対0
2対0
と対2

市立層晴 (民廊〕

日
―

  (山暉)

川田 R(神剰 iけ
松本■凛 (風野)

女子 九州文化学園高等学校 2年連続32回目
1回戦 0九州文化 2対0土浦日大 (茨峨)
2回戦 o九州文化 0対2福井工大福井 (福丼)

ジャ,酌卜杯春の高秘 (レー
第ク2回全日本パレーボール高等学校選手権大会

武蔵野の森総合スポーツEんザ

(東京都)

自:1/5(日 )
至:1/12(日 )

パレーボール

海星高等学校男子 12年ぶり6回目 平醜

個人 楠  皓 雅 (海 星)

個人 上 口 晃 蒼 (島 原)

準決勝敗温

決勝敗退

女子 活水高等学校 初出場

個人 海 野 桃 羽 (活 水)

自■2/23(月 )
至112/25(水 )

個人 池 田 芽l」 望 (島 原)

予鞭

予醜

予醜

弓  道
第38回全国高等学校弓漕獲抜大会

ALSOKぐんまアリーナ

(群馬県)

男子 大村高等学校 1併醜瑚慮10回目

個 人 令 平 和 榊 (大 村〕

個人 串 島 孝 祐 (大 村) 86位 翌選敗選

大村 20位

74位 予選敗温

女子 大村高等学校 1鮮醜凱毛10回目 六精 S位

個人 林 田 ひ よ (大 村) 45位 予選敗退

個人 永 田 毬 乃 (大 村) 53位 予選敗退

第10回全国高等学校選抜

スポーツクライミング選手権大会
加須市民体育館

(埼玉県)

自■2/21(土 )
至■2/22(日 )

じ

ヽ

等

学

校

山  岳



区分 備考ll生】lJ大会期日会場大会名競技名

'日

合せ (結果)出場校等

7位 (第1プロiック)長崎県選抜チーム男子
自:12/27(金)
甲 :12′29r日れ

江東区夢の島競技場他

r吏京都ヽ
第25回全国ジュニアラグビーカトボール大会ラ グ ビ

中

学

校 予還リーグ
予選リーゲ

O長崎 21対18茨城
●長崎 14対23憂知  予測 J―ゲ敗退長崎県選抜チーム女子

自:12/22(日 )
至■2/26(未 )

サイデンヒ学アリーナ

さし碇ま市記念総合体育館他

(埼玉県)

第28回JOCジュニアオリンピックカップ′ヽンドボール大会八ントボール

出場なし男子

決勝Tl回戦 O長崎 2対 0大阪南
決勝T2回戦 ●曇崎 0対 2福丼長崎県選抜チ…ム女子

自:12/25(水)
至:12/28(土 )

丸善イル アリーナ大阪 (大

阪市中央体育館)他

(本阪府)

第33回全国都道府県対抗中学初 ぐレ■ボエリレ大会パレーボール

決勝Tl回戦 O長崎 2対 0山形
決勝T2回戦 ●長崎 1対 2熊本長崎県選抜チーム男子

23位2年連続2回目大村市立桜が原中学校女子

12/15(日 )

滋賀県希望が丘文化公園

スポーツプーン芝生ランド

(滋賀県)    |
令和元年度第27回全国中学校駅伝大会駅  伝

34位12年潤兜回目五島市立福江中学校男子

17位11年連続24回目MHPSマラツン部男子1/1(水 )群馬県前橋市第64回全日本実業団対抗男子駅伝競走大会

駅  伝

と般
10位長崎県選抜チーム女子1/12(日 )京都府皇后杯 第38回全国都道府県対抗女子駅伝競走大会

長崎県選抜チーム男子4/19(日 )広島県天皇杯第25回全国都道府県対常几男子駅伝競走大会
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